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はじめに 

聴覚障害学生の支援を目的に、大学の担当者と相談をす

る中で決まって出される問題があります。 

○聴覚障害学生からノートテイクをつけてほしいといわれ

たが、どうすればよいのかよく分からない。 

○支援担当になり企画を立てて上司に提案するが、なかな

か理解を得られず困っている。 

○教員に対して聴覚障害学生が受講しているため配慮をし

てほしいと文書を渡したが、理解されていないらしい。 

○ゼミに聴覚障害学生が参加することになった。聞こえる

学生と一緒に授業を進めるための方法が分からない。 

○友達の聴覚障害学生に頼まれてノートテイクをやってい

るけれどうまく書けない、方法が分からない。 

 このような「理解されない」「分からない」ことが、支援

を進める過程で大なり小なり壁になっているようです。ま

た、参考になる資料や専門書を探してみても、まだまだ事

例は少なく、身近に入手できるものは十分ではありません。

こうした現状をふまえ、高等教育の支援に携わる人々の疑

問に的確に応えられるような手軽な資料を提供したいと思

っているところで考案されたのが、PEPNet-Japan 

TipSheet（チップシート）です。 

ＴｉｐＳｈｅｅｔとは？ 

 TipSheet は、もともと聴覚障害学生支援の先進国であ

るアメリカの北東地区テクニカルアシスタントセンター

（NETAC）によって開発された資料です。NETAC の本

部は、ニューヨーク州ロチェスター市にある、ロチェスタ

ー工科大学内の国立ろう工科大学に設置されています。 

初めて聴覚障害学生を支援していく者にとっては、目前

の疑問や課題に対して解決につながるような知識や情報を

早く入手しておきたいことでしょう。そこで、NETAC は、

「聴覚障害」「ノートテイク」「手話通訳」などの１つひと

つのトピックを１枚ずつのシートに収めて、短時間で情報

がえられるもの―TipSheet―を作成しました。しかも、

トピックごとに１枚のシートでまとめているので、これか

ら聴覚障害学生支援を始める教職員や関係者の要望にあわ

せて、必要なトピックのTipSheet を選んでメールや郵送

などで手軽に提供することができます。 

 

 

 

 

 

 

ＮＥＴＡＣでの活用方法とその効果は？ 

 NETAC では、各大学の支援コーディネーターから相談

や要望などの連絡を受けて、必要なトピックの TipSheet

をメールに添付送信したり郵送しました。それも、次のよ

うな助言も添えて。“これを読めば、貴方の知りたい事柄の

ポイントがすぐにおわかりになるでしょう”“このように活

用したら貴方にとって支援業務がスムーズになるでしょ

う”。このおかげで、支援コーディネーターは、自分のニー

ズにあった知識を習得するとともに、どのような支援体制

が必要なのかがイメージしやすくなり、全学的な支援体制

の構築に向けてスタートすることができました。 

日本版ＴｉｐＳｈｅｅｔの活用方法 

 現在、PEPNet-Japan（日本聴覚障害学生高等教育支

援ネットワーク）では、日本版ＴipSheet の開発を進めて

います（これからも逐一新しいトピックのTipSheet を開

発します）。開発した日本版 TipSheet は全て、

PEPNet-Japanのホームページから無料でダウンロード

できます。 

では、このようなTipSheet を効果的に活用するために

はどうしたらよいのでしょうか？第一に、自分自身が知識

や情報を得たい場合には、知りたい内容が書かれてありそ

うなTipSheet を、タイトルや紹介文を読みながら探して

ください。本シートの裏面では、あなた自身の立場によっ

て、どのTipSheetを読めばよいかを解説していますので、

ぜひ参考にしていただければと思います。 

第二に、聴覚障害学生支援を進める上で、周りの方々の

理解を得たい場合には、その方の立場に合わせた

TipSheet をお渡しし、読んでもらってください。この場

合にも、本シートの裏面を参考に、何をおさえてほしいか

を考えて、適したTipSheet を選んでください。 

なお、TipSheet をご覧になったうえでもっと詳しく情

報を得たい場合には、同ＨＰのトップページにある、「聴覚

障害学生支援FAQ」や、「聴覚障害学生支援 書籍紹介」

をごらんいただければ幸いです。聴覚障害学生の豊かな大

学生活のために、本シートが有効に活用されることを願っ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

TipSheet の特徴とその活用 

発行 日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク(PEPNet-Japan) http://www.pepnet-j.org 

〒305-8520 茨城県つくば市天久保4-3-15  筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター 

         支援交流室 聴覚系WG 内 担当：白澤麻弓  E-mail  pepj-info@pepnet-j.org 
PEPNet-Japan は筑波技術大学の運営による高等教育機関間ネットワークで、文部科学省特別教育研究経費を用いて運

営しています。活動にあたっては、一部日本財団の助成による PEN-International からの支援を受けています。本シート

は、アメリカ北東地域テクニカルアシスタントセンター（PEPNet-Northeast）の作成による TipSheet を基に、PEPNet-Japan

が独自に作成したものです。本シートの内容の無断複写・転載を禁じます。 
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 支援担当職員 

     □ 聴覚障害学生支援に関する基本的な考え方を知る 

□ 入学時に整えておくべき支援の内容を知る 

□ 聴覚障害学生が個々に異なる心理状態にあることを知る 

□ 具体的な支援の方法を知る 

→支援の段階と情報保障者の健康管理について知る 
 

□ 支援の全体像と自らの役割を知る 

□ 聴覚障害学生支援の運営体制について考える 
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大学教員 □ 聴覚障害学生が受講する授業での配慮事項を知る 

□ 聴覚障害学生に配慮が必要な理由について理解する 

□ 聴覚障害学生に必要な履修上の配慮について考える 
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聴覚障害学生 □ 自らの障害についての知識を得る 

□ 入学時に要望する支援の内容について知る 

□ 支援の必要性を理解し、他者に説明するための知識を得る 

□ さまざまな支援手段を知り、自分のニーズを確認する 
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1→16 
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支援学生 □ 聴覚障害学生が支援を必要とする理由を理解する 

□ さまざまな支援の方法について学ぶ 

□ 文字による支援の方法について知る 

□ 聴覚障害学生のニーズにあわせた支援の方法を知る 

□ 情報保障者の健康について理解し、自己管理できる 
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保護者 □ 学生が使用しているコミュニケーション手段とこれまでの教

育環境について整理する 

□ 学生の障害をきちんと説明するための知識を得る 

□ わが国における聴覚障害学生支援の現状を知る 

□ 高等教育段階での聴覚障害学生の心理について学ぶ 
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日日日本本本版版版ＴＴＴｉｉｉｐｐｐＳＳＳｈｈｈｅｅｅｅｅｅｔｔｔののの立立立場場場別別別活活活用用用方方方法法法


